
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

計画策定の趣旨  

東温市の公共交通環境は、幹線を担う鉄道横河原線、路線バス川内線を始めとし、高いサービス水準が維

持されている。また、支線であるバス路線についても、市全体の公共交通網の維持・活性化に向け、市民、交通

事業者及び行政により様々な取組が行われてきた。 

しかしながら、地域の移動ニーズを十分に満たしているとは言えないほか、人口減少に伴う利用者の減少、

交通事業者の運転士不足などにより、公共交通を取り巻く環境は、年々厳しさを増している。 

そうした中、東温市では、交流人口の拡大及び雇用の創出を地域経済の活性化に繋げていく取組を進めて

おり、コンパクト・プラス・ネットワークの考え方を踏まえ、まちづくりと連携した効率的かつ需給バランスのと

れた公共交通網の再構築が求められている。 

これらを踏まえ、市民の暮らしや内外の交流を支える社会基盤として、持続可能性の高い公共交通の構築を

目的に、地域全体の公共交通のあり方、市民・交通事業者・行政の役割を定めるものとして本計画を策定する。 
 

 東温市全域               Ｒ８（2026）年度〜Ｒ12（2030）年度までの５年間 

 

 
▲市街化区域と公共交通網（出典：国土地理院（背景）、各運行便数は R7（2025）年 10月時点） 

 

 

  
▲交通空白地域  

■伊予鉄横河原線
（63往復）

■梅本ループ線
（18本）
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P
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P パーク＆ライド駐車場

西部市街地 中央市街地 東部市街地 主要路線の徒歩圏内

に移動目的となる主

要な施設が集積して

いるが、市街地間を

結ぶ路線の運行頻度

が不十分であったり、

乗継を要したりする。 

駅、バス停（フリー乗降区間含む）から離れて

いる地域が存在する。バスの便が少なく、移

動手段のない時間帯がある路線がある。 

※本市において交通空白地域は以下のいずれにも当たらない

エリアと定義する。・鉄道駅の 800m 圏内・バス停及びフリー

乗降区間の 300m圏内・予約制乗合タクシーの運行エリア 

ほとんど利用されていない区間や便が存在する。 
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▲森松・横河原線の便別利用状況 ※●は土日祝も運行 
（出典：伊予鉄バス乗降調査結果（R７年５月）） 

 
計画の区域 

 
計画の期間 



 

地域公共交通の将来イメージ  

各路線・サービス及び交通結節点の位置付けに基づき、まちづくりと連携した公共交通網の将来イメージ

を次のとおり設定する。 
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愛媛大学医学部
  病院

愛媛医療
センター

坊っちゃん劇場
フジ見奈良店

森松

  

下   

川内  

白  口   

松 川

南方 業団地
（予定）

井内北間

東温ス ー フ ールド
（施工中）

        

        

地   

  

      

          地

（  ンド運行）

    

地域特性を踏まえて路線バ
スからの転 または しい
移動手段の 入を進める路
線・地域

 
   駅

東温市役所

中 市街地

西部市街地

東部市街地

川内支所

愛媛十全
医療学院
  病院

木地
（山之内）

フ ーダー 

補助対象 

（河之内線） 

地域間幹線補助対象 

（川内線） 

伊予鉄道横河原線 伊予鉄バス（幹線） 

伊予鉄バス（支線） 

   特急線 

予約制乗合タクシー 

高速バス 

タクシー 



 

第２次東温市地域公共交通計画の全体像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 位計画における東温市が目指す姿

第３次東温市総合計画(案)

将来都市像 “地の利”と“知の力”で 未来を築くまち 東温

東温市都市計画マ タープラン

将来都市像 『とうおん』らしさが人や地域を紡ぎ、幸せな未来へとつなぐまち

～小さくても生活水準の向 と経済の活性化による快適な生活環境が整うまちづくりを目指して～

東温市立地適正化計画

都市づくりの基本方針 幸せな未来をともに、人と地域が紡ぐ拠点 持続可能なコンパクト City Toon

東温市の地域公共交通が目指す姿

・市民の基本的な日 生活を支え、  ・ 全な暮らしの基盤となっている。

・趣 や ジ ー、学びなどへのアクセスを  にし、楽しみや びを  している。

・松山 市圏の交流を 進し、まちに わいと活力を えている。

・コンパクト・プラス・ネットワークの 市構 を効率的に支えている。

・ むまち・ くまちとしての 力向 や環境  の  に  している。

・地域公共交通の  が  に入手でき、市民が り てる  を持っている。

・まちづくりと連携し、市民・民間 業・行政が 力して持続可能な状 にある。

      

  市内 つの市街地（中 ・西部・東部）を

結ぶ幹線のサービス不足

２ 需要と運行サービスの ス ッ 

  空間的・時間的な空白の存在

  車への 度の 存と公共交通の

利用の さ

   給 の  

  まちづくり・ 分野との連携不足

  

   
市内の拠点間移動の 化と、
 たな集 施設への移動手段の  

   
地域の需要に適した支線交通の見 し

  ３
空間的・時間的交通空白の  

   
公共交通を利用する ードルの  

   
担い手  と   の 入

   
公共交通に わる 分野・官民の
  者間の連携 化



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 連計画

東温市     ン

第  東温市           総合  

第 次東温市  基本計画

第         来     ン

 位計画

   地     計画

  

 域幹線の便数維持 

川内線（路線バス）の再  

梅本ループ線（路線バス）の   

森松・横河原線（路線バス）の再  

松 川線（路線バス）の再構築 

 川線（路線バス）の再構築 

河之内線（路線バス）の   

井内線（路線バス）の再構築 

予約制乗合タクシー  線の   

下 ・  地区への たな移動手段の 入  

交通空白地に向けた 乗りを 進する
タクシー助 制度の  

  

パーク＆ライド駐車場の整 ・拡大  

公共交通を いたくなる環境整   

公共交通を活用したイ ントの 進  

公共交通に する   信   

 ビリ  ・ ネジメントの 施  

地域 民の公共交通を利用する  の    

目的地となる施設やイ ントと連携した
利用 進

  

運転士不足に対 する 動運転バスの
 入  

  

移 定 施策と連携した運転士の
人   

  

  

   
市外と中 ・西部・東部市街地を結ぶ
高  な幹線ネットワークの    化 

   
需要に合った移動手段の再構築と
交通空白地の    化 

  ３
利用 会を げる、分かりやすい  と
便利な 組み  化 

   
分野や官民の  を えた連携・共創
  化 

基本  

地        来      ン       

  化  化  化  化 

                    
                  
                  
                   

東温市イメージキ ラクター いのとん 



 

目標達 のために行う事業  

1.    の便数維持 

■《鉄道》伊予鉄横河原線の便数維持 

■《路線バス》川内線の便数維持 

■《路線バス》   特急線の便数維持 

2.川内  路    の再編 

■南方 業団地への接続と高速バスとの乗継を考慮

したバス停の 設 

3.梅本ループ  路    の延  

■ しい集 施設への   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ．森松 横河原  路    の再編 

■一部便のさくらの までの  と高頻度化 

■支線部分（樋の口～木地）の再構築 

■南方 業団地への接続と高速バスとの乗継を考慮

したバス停の 設 

 

 ．松瀬川  路    の再構築 

■生活に合った移動手段の   

 

 

 

 

 

 

 ．滑川  路    の再構築 

■生活と地域の  に合った移動手段の   

 

７．河之内  路    の改善 

■路線バスの増便とダイヤ 正による   

８．井内  路    の再構築 

■予約制乗合タクシー への転 による移動手段の

   

９．予約制乗合タ  ー上林 の改善 

■便数の見 し 

■利用登録の ジタル化 

■キ ッシュ ス 済の 入 

 ０．下林 上村地区への た 移動手段の導入 

■生活ニーズに合った たな移動手段の  ・ 入 

 

横河原駅

愛大病院前

利楽温泉
坊っちゃん劇場前

森松

四国がんセンター

横河原駅

愛大病院前

利楽温泉
坊っちゃん劇場前森松

四国がんセンター

川内バス
ター  ル

さくらの 

木地
（山之内）

木地
（山之内）

 況 再 後のイメージ

増便・  による東西移動の幹線 化

南方 業
団地（仮）

効率的な
移動手段の  

朝 昼 夕

  

川内バス
ター  ル

横河原駅前

朝・夕は路線バスによる通学・通勤の  

日中は
・ 疎地 タクシー助 制度の 
入による移動手段の  
・交通空白地の  

タクシー
助 

大  業施設
（予定地）

東温ス ー フ ールド（整 中）

   特急線

森松・横河原線

梅本ループ線
既存路線

梅本駅

四国がん
センター

フジ ラン重信

野田方面 見奈良方面 

  地区 

下 地区 
拝志線 

朝 昼 夕
【朝・夕】路線バスによる通学・通勤の  

予約制乗合タクシー

【日中】
・予約制乗合タクシー による
買い物や通院にも いやすい
移動手段の  
・交通空白地の  

路線バス 路線バス

出典：国土地理院（背景図） 

出典：国土地理院（背景図） 



 

 

  ．  空白地  けた相乗り 推    

タ  ー助成制度の検討 

■効率性を考慮したタクシー助 制度の   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三次市 乗りタクシー利用助 券の （出典： 島県三次市） 

  ．パー ＆ライド駐車場の整備 拡大 

■民間施設 と連携した拡充 

 ３．     使いたく    整備 

■バリアフリーバス車両の 入 

■EVバスの拡大 

■伊予鉄道の環境配慮 車両への更  

 

  ．     活用 たイベントの推  

■のりものスタンプラリーの 施 

  ．     関  情報発信等 

■公共交通 ップの継続 行 

■市の SNSの活用 

 

  ．モ リティ マネ メントの実施 

■事業所 ビリ  ・ ネジメントの 施 

■乗り方教室の 施 

 

 ７．地 住民の     利用  意識の醸成 

■地域 見交 や説明会の開催 

■稼 率や乗合率向 の体制づくり 

 

 ８．  地   施設 イベント 連携 た利用促  

■公共交通利用者へのインセン  ブ付  

 

 ９．運転士不足 対応  自動運転  の導入検討 

■ 装に向けた具体的な   

■社会受 性向 のための  提  

 ０．移住定住施策 連携 た運転士の 材確保 

■移 定 パンフ ットへ の掲載 

IC

乗車
証明

 業施設・観光施設など

割引
プ ゼント

 イント
アップ



 

スケジュール  

 

 

本計画の目標の達 状況を評価するための指標  

評価指標  状値 目標値 

1 公共交通の年間利用者数 
鉄道 2,334千人 2,400千人 

路線バス  391千人 392千人 

２  民の公共交通に対する満足度 
平地部 25．9％  状以  

山間部 16．9％  状以  

  伊予鉄横河原線と幹線バス 

（横河原～川内バスター  ル間）の 

日運行便数 

伊予鉄横河原線 平日63.0往復 

土日祝60.0往復 

 状維持 

幹線バス 平日49.5往復 

土34.5往復 

日祝34.0往復 

 状以  

４ 横河原～川内バスター  ル間の日乗降者数 333.0人/日  状以  

５  設した区間（バス停）の日乗降者数   今後設定 

６ 公共交通サービスによる人口カバー率 85.5％ 90.0％ 

7 市  誌 での   信の回数 6回/年度 12回/年度 

8 公共交通の収支差 ▲51,254千円  状より   

9 公共交通に対する市の財政支出額 26,597千円  状以下 

 ０ 公共交通に従事する運転士の 

充足状況 

路線バスの充足率 88.5% 100% 

  

   
（    ）年度

   
（    ）年度

   
（    ）年度

  
（    ）年度

  
（    ）年度

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

主な事業進 の
予定

地域公共交通計画
の評価

公共交通利便増進 施計画策定 
再構築による運行 

継続的な ニタリン  

  要に  て公共交通計画の 定

公共交通利便増進 施計画 定
（川内線の経路 更）  時期は流動的 

次期計画策定 

  評価 

各事業 施（公共交通利便増進 施計画との連携） 

第２次東温市地域公共交通計画【概要版】 

  行 東温市地域公共交通活性化 議会 

  集 東温市 業建設部 市整 課 

〒791-0292愛媛県東温市見奈良 530-1 TEL：089-964-4412 FAX：089-964-4447  


